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福
井
先
生
（
岩
城
診
療
所
）「
医
療
功
労
賞
」
受
賞
に
輝
く

２
月
５
日
、
愛
媛
県
医
師
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第
37
回
医
療
功
労
賞
（
読
売

新
聞
社
主
催
、
厚
生
労
働
省
ほ
か
後
援
）

の
表
彰
式
に
お
い
て
、
岩
城
診
療
所
の

福
井
康
太
郎
先
生
が
、
地
域
医
療
に
貢

献
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

先
生
は
、
昭
和
64
年
に
岩
城
島
民
の

厚
い
要
請
を
受
け
旧
岩
城
村
へ
き
地
診

療
所
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
昼

夜
を
問
わ
な
い
献
身
的
な
診
療
に
尽
く

さ
れ
る
一
方
、
予
防
接
種
や
学
校
医
、

さ
ら
に
は
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

の
分
野
に
お
い
て
も
積
極
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
長
年
に
亘
る
こ
れ
ら

の
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ご
受
賞
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

「
食
育
」
と
は
、
自
分
で
自
分
の
健

康
を
守
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全
で

豊
か
な
食
生
活
を
送
る
力
を
育
て
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
17
年
に
国
が
定
め
た
「
食
育
基

本
法
」
で
は
、
食
育
は
「
知
育
」「
体

育
」「
徳
育
」
の
３
つ
の
教
育
の
基
礎

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
生
き
る
た
め
の

基
本
で
あ
る
「
食
」
を
営
む
力
を
身
に

付
け
る
に
は
、
家
庭
・
学
校
・
保
育

所
・
地
域
な
ど
が
連
携
し
、
食
育
を
進

め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
幼
児
期
は

「
三
つ
子
の
魂
　
百
ま
で
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
将
来
の
健
康
を
左
右
す
る

基
本
的
な
生
活
習
慣
や
食
習
慣
が
身
に

つ
く
大
切
な
時
期
で
す
。

上
島
町
で
は
平
成
20
年
に
「
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
町
立
４
保
育
所

に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
広
報
等
で
ご

紹
介
し
て
い
る
と
お
り
子
ど
も
達
は
、

保
育
士
や
保
健
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
、

町
保
健
栄
養
推
進
委
員
な
ど
と
一
緒
に
、

作
物
の
栽
培
・
収
穫
・
調
理
な
ど
を
体

験
し
た
り
、
食
べ
物
や
身
体
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
食
に
関
す
る

様
々
な
楽
し
い
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
、
正
し
い

食
事
の
と
り
方
や
食
習
慣
を
身
に
付
け

て
い
き
ま
す
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
次
号
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
食
育
事
業
の
取
り
組
み
や
、
季

節
の
レ
シ
ピ
、
食
物
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
管
理
栄
養
士
が
皆
様
に
お
届
け
し

て
い
く
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

生
名
保
健
セ
ン
タ
ー

管
理
栄
養
士
　
澤
村

★妊婦一般健康診査の公費負担拡充について★
上島町では少子化対策として、健やかな妊娠・

出産・育児の支援を目的とし、各種公費負担や事
業を行っています。このたび、負担を軽減し、よ
りいっそうの子育て支援の充実を目指すため、平
成21年４月１日より、妊婦一般健康診査の公費負
担を下記のように充実させます。
詳しくは、各支所保健センターへお問い合わせ

ください。

※　対象の方には個別対応をしておりますが、万
が一お手元に届いていない場合やご不明な点等
は各支所保健センターへお問い合わせください。

事
業
名

妊
婦
一
般
健
康
診
査

目的・内容

妊娠中の母体
及び胎児の健
康管理、なら
びに健診に係
る費用の軽減

平成21年

３月31日まで

妊娠週数にあ
わせて５回ま
での受診票

平成21年

４月１日から

妊娠週数にあ
わせて５回の
受診票と一律
4,000円の受

診票を９回追

加（合計14回）
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平成21年（2月）
平成20年（2月）
昨年比
21年累計

摘要年別 火　災
0
1

－ 1
1

救　急
39
28

＋11
72

平成21年出動件数

平成21年2月28日現在

火災と救急は119番

上島町消防本部
77―4118㈹

※携帯電話からでもつながり
ますが、発信場所によって
は、他の消防本部につなが
る場合もあります。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

２
月
21
日
か
ら
２
月
23
日
の
３
日
間
、
防
災
士
養
成

講
座
を
消
防
庁
舎
２
階
の
大
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
講

し
ま
し
た
。

現
在
の
上
島
町
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
結
成
率
は
約

50
％
で
、
県
下
20
市
町
の
う
ち
19
番
目
で
あ
る
た
め
、

組
織
の
結
成
に
向
け
て
の
助
言
や
災
害
時
に
は
リ
ー
ダ
ー

的
な
役
割
を
担
う
防
災
士
の
養
成
が
急
務
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
90
名
の
防
災
士
が
誕
生
し
、
町
内
で

は
１
０
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
災
害
発
生
時
に
は
避
難
や
救
助
活
動
、
ま
た
平

時
に
あ
っ
て
は
、
防
災
意
識
の
啓
発
や
知
識
の
普
及
、
防

災
計
画
の
立
案
な
ど
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域

で
防
災
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
防
災
知
識
を

高
め
た
い
方
、
そ
の
他
防
災
に
関
心
が
あ
る
方
に
は
、
是

非
と
も
防
災
士
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

上
島
町
防
災
士
養
成
講
座
開
講

感
想
コ
ー
ナ
ー

実
例
を
紹
介
し
な
が
ら
の
講
義
に
、

真
剣
な
眼
差
し
で
メ
モ
を
取
る
受
講

者

防災士養成講座を受講して
（岩城地区　匿名男性）

岩城地区では、自主防災組織結成の
ため、各地区において説明会を開催し
ているところです。そんな中、３日間
の本講座を受講してきました。被災時
には、地域の自主防災組織の存在が不
可欠であり、自主防災組織での防災士
の役割が重要になります。災害に強い
上島町になるよう多くの防災士が生ま
れることを望むとともに、本講座で得
たものを地域の活動に生かしたいと思
います。

防災士養成講座を受講して
（魚島郵便局長　山下　智子）

研修の中で、日本はどこでも大規模
災害や大地震が起こりうること、私の
考えていた防災意識は全然役にたたな
いことを実感しました。
研修で学んだ防災の出発点として、

「自分の命は自分で守る」それができ
て人を助けることができること、「救
助される人」 ではなく「救助する人」
を目指す。これらのことを基本と考え、
これからの「防災」に対応していきた
いと思います。

資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て

人々の生命や財産を火災から守る重要な役割を担う危険
物取扱者の国家試験が、次により実施されます。
あなたも防災への専門知識を要する資格試験にチャレン

ジしてみませんか？

☆試験の日時・願書の受付期間・提出方法

期　別

☆試験の種類及び試験会場

試験の種類 試　験　会　場

甲種・乙種第１～６類・丙種
危険物取扱者試験

乙種第４類（科目免除なし）
・丙種危険物取扱者試験

試験の日時 願書の受付期間

前　期
６月14日（日）
10時開始

４月13日から４月23日（必着）まで

新居浜工業高等専門学校
松山工業高校
八幡浜工業高等学校
東予高等学校
今治工業高等学校
吉田高等学校

後　期
10月25日（日）
10時開始

８月24日から９月３日（必着）まで


